
令和２年度 第２回 滋賀県特別支援教育支援委員会 

期 日 令和３年２月８日（月）  

時 間 １４：００～１６：００  

会 場 滋賀県庁北新館５階５B会議室 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

（１）県内の特別支援教育に関する実態に関して 

   ・本県における特別支援教育対象児童生徒数の推移（資料１） 

 

 

（２）多様で柔軟な学びの場に関して 

・通常の学級における特別な支援の必要な児童生徒への指導の充実を目指して（資料２） 

 

 

（３）その他 

 

 

３ 閉  会 

 ＜配布資料＞ 

 ・委員名簿 

 ・資料１    本県における特別支援教育対象児童生徒数の推移 

 ・資料２    通常の学級における特別な支援の必要な児童生徒への指導の充実を目指して 

 ・リーフレット 「滋賀の特別支援教育」 

「学びをつなぐ幼小接続ハンドブック」 

 



区　　　分 氏　　　名 所　　　属　　　等

　宇
ウ

　野
ノ

　正
マサ

　章
アキ

　滋賀県医師会：小児科医

　上
ウエ

ノ
ノ

山
ヤマ

　一
カズ

　寛
ヒロ

　滋賀県医師会：精神科医

　福
フク

　田
ダ

　正
セイ

　悟
ゴ

　滋賀県医師会：学校医

　渡
ワタ

　部
ナベ

　雅
マサ

　之
ユキ

　滋賀大学教育学部教授　副学長

　礒
イソ

　部
ベ

　美
ミ

　也
ヤ

　子
コ

　奈良大学社会学部教授

　柴
シバ

　田
タ

　有
ユ

　加
カ

　里
リ

　滋賀県発達障害者支援センター所長

 　大　久　保　貴　生
オオ　　　ク　　ボ　　　タカ　　　オ 　特別支援学校教職員：視覚障害

　（県立盲学校長）

　宮　﨑　七　緒　子
　ミヤ　ザキ　　ナ　　　オ　　　コ 特別支援学校教職員：病弱

　（県立鳥居本養護学校長）

　夏
ナツ

　川
カワ

　　茂
シゲル 特別支援学校教職員：知的障害・肢体不自由

　（県立八日市養護学校長）

　尾　代　恵　子
オ　　シロ　　ケイ　　コ 特別支援学校教職員：聴覚障害

　（県立聾話学校長）

　中　川　孝　子
ナカ　　ガワ　　　タカ　　コ 　特別支援学校教職員：知的障害

　（県立長浜北星高等養護学校長）

　井
イノ

　上
ウエ

　照
テル

　美
ミ 　県特別支援教育研究会会長

　（東近江市立能登川東小学校長）

　磯
イソ

　田
　ダ

　典
ノリ

　利
トシ 　特別支援学級設置校教職員

　（県特別支援学級・通級指導教室設置校長会会長）

　菊
キク

　池
　チ

　晴
ハル

　子
コ 　特別支援学級等担当教員

　（大津市立膳所小学校通級指導教室担当教諭）

　宮
ミヤ

　城
　ギ

　智
サト

　美
ミ 　幼稚園等教職員

　（滋賀県国公立幼稚園・こども園長会長）

　北　川　幹　芳
キタ　　カワ　　ミキ　　ヨシ 　県立高等学校教職員

　（県立愛知高等学校長）

　甲
コウ

　津
ヅ

　千
チ

　秋
アキ 　県総合教育センター職員

　（特別支援教育係長）

　酒
サケ

　見
ミ

　　浄
キヨム

　県健康医療福祉部障害福祉課長

　西
ニシ

　村
ムラ

　　実
ミノル

　県中央子ども家庭相談センター所長

　岩
イワ

　田
タ

　俊
トシ

　幸
ユキ

　県彦根子ども家庭相談センター所長

　（任期：令和２年６月２２日～令和４年６月２１日）

令和２年度　滋賀県特別支援教育支援委員会 委員名簿（敬称略　順不同）
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令和３年２月８日（月）

滋賀県教育委員会事務局

特別支援教育課

本県における特別支援教育対象児童生徒数の推移

県内の特別支援教育に関する実態に関して
資料１



１． 一人ひとりの教育的ニーズに応じた学びの場



２．障害のある児童生徒の就学先決定について
（手続きの流れ）



３．本県における特別支援教育対象児童生徒数の推移



３－（１）県立特別支援学校の幼児児童生徒数の推移

毎年度 ５月１日現在

単位：人
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計
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計
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３－（１）県立特別支援学校の幼児児童生徒数の推移

1,711

2,152



３－（２）市町立小・中学校特別支援学級の児童生徒数の推移

毎年度 ５月１日現在

単位：人

1,591

2,487

976

2,043

計

2,744

計

4,780



３－（２）市町立小・中学校特別支援学級の児童生徒数の推移

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

H23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2

（人）

全体

知的障害

自閉症・

情緒障害

その他

2,487

2,043

4,780

1,591

976

2,744



３－（３）通級による指導を受けている児童生徒数の推移

児童生徒数は、
毎年５月１日現在

校種 学校数 教室数

小学校 ２１８ ７４

中学校 ９３ １９

義務教
育学校

２

県立
中学校

３

参考：
県内公立小中学校と
通級指導教室設置数
（令和２年度）



３ー（４）公立小中高等学校の通常の学級における特別な支援を
必要とする児童生徒数の状況

毎年度 9月１日現在※各学校の校内委員会において把握した数（必ずしも医師の診断等にはよらない）

高4.90％

高2.16％

中10.81％

中4.79％

小13.68％

小7.61％



４．市町立中学校特別支援学級卒業者の進路状況

R2.3卒業生 単位：人



４．市町立中学校特別支援学級卒業者の進路状況



参考：

中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指し
て～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、
協働的な学びの実現～（答申）」（令和３年１月2６日）

【概要版より特別支援教育に関する内容を抜粋】



文部科学省資料



文部科学省資料



文部科学省資料



文部科学省資料



令和３年２月８日（月）

滋賀県教育委員会事務局

特別支援教育課

通常の学級における特別な支援の必要な

児童生徒への指導の充実に向けて

2019・2020年度学びにくさのある子どもへの指導充実事業
資料２



①「学びにくさのある子ども」とは・・・

•例えば、子どもの「こんな姿」はありませんか？



学びにくさのある子どもの姿（一例）

話を聞くことが苦手

聞きもらしがある

聞いたことをすぐに忘れてしまう

自分の考えを伝えたり話したり

することが苦手

自分の考えをまとめることが苦手

尋ねられた内容に合わない話をしてしまう

文章を書くことが苦手

読みにくい字を書く

視写ができない

文章を読むことが苦手

文中の語句を抜かしたり

読み間違えたりする

課題への集中が続かない

注意を向けることが苦手

不用意に離席してしまう



②「学びにくさのある子ども」の現状は・・・

•通常の学級における「現状」は？



※各学校の校内委員会において把握した数（必ずしも医師の診断等にはよらない）

当課リーフレットならびにHP「滋賀の特別支援教育」で公表



現状

★「特別支援教育にかかる実態調査（R1）」より（小・中学校）

○通常の学級における発達障害等の児童生徒在籍割合が、全国に

比して高く、また年々増加している。

〈本県：12.７６％（R１）〉

○通常の学級における児童生徒への支援の状況（重複回答有）

・担任による支援・配慮 ：94.２%

・ＴＴ（複数指導）や少人数指導による支援 ：34.４%

・通級による指導 ：13.５%

・特別支援学級担任による支援 ： 2.８%



第１層：集団全体への指導・支援の工夫
（授業の工夫・ユニバーサルデザイン化）

＊学級の環境整備も含む

第２層：一斉指導中に行う
個に応じた指導・支援の工夫
（個への配慮・個に特化した指導）

第３層：
個別指導の場における指導・支援の工夫
（通級による指導等）

小・中学校 通常の学級における
特別な支援の必要な児童生徒への指導・支援の階層性

通常の学級

通常の学級

田中裕一（前文部科学省 特別支援教育調査官）、特別支援教育研究 ２月号
「全ての子供が分かる授業」と「合理的配慮の提供」 東洋館出版、2017年を参考に本県で改編

通級等



③「学びにくさのある子ども」への指導とは・・・

•県が進めている「学びにくさのある子どもへの

指導充実事業」って？



１．問題意識・提案背景

小・中学校の通常の学級において、発達障害等により特別
な教育的支援を受ける必要がある児童生徒に対し、発達障
害の特性を的確に理解し、その児童生徒に対する専門性の
高い指導、支援を行うことが急務。



２． 取組内容①

１．研究モデル拠点２地域へ発達障害支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰを派遣

教科指導を通して、学びにくさのある児童生徒への対応を研究

・学習上のつまずきを発見し支援方法を検討

・学びにくさのある児童生徒への効果的な指導実践事例の

蓄積と普及

研究モデル地域・・・「日野町・栗東市」



＜目的＞

本町の拠点校へ障害特性に応じた専門的な指導・支援を
行うための発達障害支援アドバイザー等を派遣

・発達障害を的確に理解し、その特性に
応じた指導の充実を図る

・授業のユニバーサルデザイン化(UD化)に
より、分かりやすい授業への改善を目指す

日野町における実践



＜取組の様子＞

授業動画をもとにした懇談

授業の工夫（UD化)

個への配慮・指導



職員通信『one of them-6』の発行

全員が確実に動く授業にするために

子
ど
も
の
「
今
」
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
？



必佐小学校5年 算数科授業「四角形と三角形の面積」 ～既習事項をもとに図形を操作して考える～



Step1 学習場面での児童・生徒のつまずきを発見

Step2 つまずきの原因を検討する

Step3 具体的な支援方法を探る

Step4 学校全体で共有する

Step5 記録を残し、次年度以降にも活用する
発
達
障
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

＜現状＞
通常の学級に在籍する
発達障害の可能性のあ
る特別な教育的支援を
必要とする児童生徒の比
率が高い、かつ増加傾向
にある
⇒通常の学級での特別
支援教育の充実が必須

＊特にLD等行動上に課
題の表出が見えにくい子
どもたちへの支援が重要

☆目標☆
「読み解く力」の向上

☆目標かつ手段☆
学びにくさのある子ど
もへの適切な支援
⇒誰にとっても
わかりやすい授業

＜Ａ中＞
全教科において、主にLDの特性のある
生徒への支援方法を検討⇒組織的な
アセスメント＋授業改善＋個別の指導計
画に活かす…合理的配慮につなげる

＜Ｂ小＞
「必要な情報を確かに取り出す」段階
で難しさを感じる児童もいる中、どの
子にも『わかる』授業づくり…自尊感
情を高める⇒授業改善

＜Ｄ小＞
全教科において、発達障害が起因し
ている認知特性のある児童への支援
方法を検討⇒授業改善（教員の指
導技術の向上という視点で…）

＜拠点校での取り組み＞

発達障害支援
スーパーバイザー

①全ての子どもを対象に質の高い指導を実施するUD
☆通常の学級の中で学びの多様性を保障すること

ベースは集団作り＋合理的配慮

②全体での配慮・支援

③個別的な支援 ＜Ｃ小＞
・つまずきのポイントを明らかにする
（特性を知る）
・指導内容や指導方法の工夫
・個別の指導計画の作成及び内容の
充実
・読み解く力を支える指導（校内研）
→授業改善（UD、わかりやすい授業）

＜指導充実のプロセス＞

授業研究会/ 校内研修会

校内特別支援教育
推進委員会

授
業
参
観
と
助
言

栗東市における実践



＜アドバイザーから助言をもらっていること＞

・つまずきのポイント（特性）

・指導内容や指導方法

・個別の指導計画の内容

「アセスメント」
「個別の指導計画にどう活かすか」

栗東市における実践



個別の指導計画にどう活かすか

・発達の課題を理解し、特性に

応じた指導を考える。

・個別の指導計画に指導内容や

指導方法の工夫を明記する。



アセスメント

発達障害支援アドバイザーより



 
 

 

 

  

「線」「キーワード」「掲示物」を思考の手がかりにして、対話を通して考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・文のつながりや根拠を線や矢印で示し、思考をまとめるヒントにします。 

  ・ワークシートと同じ板書・掲示物で示すことにより、自分の考えと友だちの考えを比較したり、確 

認したりできるようにします。 

  ・音読劇をペアで行い、読み方を考えて伝え合うことで、自分の考えをいっそう明確にすることを促

します。 

 
 
 
 
   ・線を引いたり、キーワードが書けていたりすることを認め、自信がもてるようにします。 

   ・キーワードが出てこない時には、書かれている言葉や友だちが言った言葉から選ぶよう、選択 

肢を示します。 

   ・セリフを読んでいる姿を指導者が言葉で表現し、語彙を増やすことにつなげていきます。 

  

 

自分の考えを表現しやすくするため、「線を引く」「キーワードを示す」という方法

を取り入れます。思考の手がかりになる掲示物があることで、安心感につながりま

す。ペアでの話し合いで自分の考えを表現したり、全体の話し合いで理解を深め

たりすることから、自分の考えをまとめるよう促します。 

 

 

 

想定されるつまずきやすいポイント【自分の考えをまとめることが苦手】 
本時の目標（第４時）  
・尋ねられた内容に合わない発言をしてしまったり、早合点したりして、順序立てて自分

の考えを整理し、話したり書いたりすることが難しい。 

 

・自分の考えに自信がもてず、決まった短いパターンの記述になってしまう。 
 

 

 

１ 授業の工夫（UD化） 

２ 授業での個への配慮・個に特化した指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動 

         指 導 ・ 支 援 

  授業の工夫（UD化） 個への配慮と個に特化した指導 

１． 前時までの学習を振り返り、

本時の学習の見通しをも

つ。 

 

２． 第４場面の音読をし、前時に

記入した自分の考えを確認

する。 

 

 

３． セリフの読み方とその理由

を全体で交流し、セリフの読

み方についての考えを広げ

る。 

 

 

 

４． 全体交流で着目したセリフ

について、どう読めばいいか 

もう一度自分で考え、ノート

に記入する。 

 

５．決めた読み方で、ペアで音

読劇を行う。 

 

 

６． 学習を振り返る。 

 

 

・前時の授業を思い出せるよ 

う第４場面を掲示し、児童の

手元にプリントを用意する。 

 

・キーワードで書いたセリフの

読み方を確認し、根拠となる

叙述は線や矢印で表現する

ことを伝える。 

 

・子どものワークシートと同じ

ものを拡大し、掲示すること

で、見て分かるようにする。 

・考えを深めるために、「あ

あ。」のセリフに着目して考

える時間をとる。 

 

・記入する内容と、音読劇をす

る部分を明確に示す。 

・交流で出た意見を確認でき

るようにしておく。 

 

・自分の読み方を確認したり、

友だちの読み方と比べたり

できるよう声をかける。 

 

・分かったことや考えたこと、 

 真似したいと思ったことを書

くよう促す。 

 

 

 

 

 ・前時に書いたプリントの、よ

く考えられているところに印を

つけておき、自信につながるよ

うにする。 

 

・発表の仕方が具体的にイメ

ージできるよう、発表の順番

を配慮する。 

・体の動きや表情にも着目で

きるよう、「うつむいて」「か

たをおとして」等の言葉を補

う。 

・友だちの言葉や、掲示してあ 

るキーワードを参考にしても

いいことを伝える。 

 

 

・ペアで音読している様子を見 

る。 

 

 

・本児が音読した様子を言語

化してフィードバックし、ワー

クシートや掲示物を参考に

書くことができるよう支援す

る。 

 

友だちの考えを聞いて、自分なりの読み方を見つけよう 

第９時の展開 かえるくん・がまくんシリーズの中からお気に入りの場面を音読

劇で紹介しよう       （小学 2年国語科「お手紙」光村図書） 

本時の目標（第９時） 

 セリフの読み方について意見を交流することを通して、第４場面に合ったセリフの読

み方の工夫を考えることができる。 

 
 

 



２． 取組内容②

２．「読み解く力」向上研修へ発達障害支援スーパーバイザーを派遣

スーパーバイザーによる研修から「特別支援教育の視点」を学ぶ

・効果的な指導方法の普及

・読み解く力の基礎に関わる研修実施

・教科指導を基にしながら「読み解く力」の向上を図る
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令和２年度第３回滋賀県総合教育会議の結果について
日時：令和２年９月11日（金）

10:00～12:00
場所：県庁北新館５階５－Ｂ会議室

（一部出席者はオンライン会議
システムを活用）

・フォントの違いや縦書き、横書きの違いで読みづらさを感じる子どもでも、自身でプリントのフォント等を変更できれば救われる場合がある。今後GIGAスクール構想で

1人1台のタブレット活用をしての合理的配慮が進むことを期待する。（久郷氏、委員）

・研究授業等を通じて指導力を高め、例えば５年後には各学校に発達障害に対応できる教員がいる、１０年後にはそういった教員が特別支援教育コーディネーターとなっ

て活躍できるといったビジョンを持つことが必要である。（委員）

・特別支援学級等を経験した管理職をはじめとする教職員が若手に対応のノウハウを伝授し、また退職後も活躍できる場があることが重要である。（知事、久郷氏）

（２）他地域への普及に向けた取組について

・読み書きや不注意、多動、対人関係、こだわり等様々な理由で学びにくさのある子どもがいるということを、管理職をはじめとする現場の先生方にもっと知ってもらう

ことが大事である。（知事）

・全ての子どもに分かりやすい授業のユニバーサルデザイン化に向けて、授業を録画し、指導法や子どもの様子を確認したうえで、発達障害支援アドバイザーからの助言

や他の教員との議論が重要である。（委員）

・教職員が研究授業等に注力する時間を確保するため、働き方改革を進める必要がある。（委員）

（１）学びにくさのある子どもへの指導の充実について

２ 通常の学級における特別な支援の必要な児童生徒への指導の充実に向けて

１ 滋賀の教育大綱に基づく取組状況について

「学びにくさのある子どもへの指導充実事業」の概要とモデル地域である日野町の取組を紹介した後、学びにくさのある子どもへの指導を充実させ、他地域に広めていくた

めの取組について意見交換を行った。

教育・文化スポーツ常任委員会資料１
令 和 ２ 年 ( 2 0 2 0 年 ) 1 0 月 ２ 日
教 育 委 員 会 事 務 局 教 育 総 務 課

～まとめ～

・効果的な指導の研究の継続と、県内全ての学校への普及の検討を進め、取組を推進する必要がある。

・取組の推進のためには特別支援教育コーディネーターの役割を強化し、教職員が学びにくい状態にある子どもの理解と専門性を一層高めていく必要がある。そのための時間や

機会が必要であることから、働き方改革を並行して進める必要がある。

・GIGAスクール構想の推進に合わせ、ICTを活用した合理的配慮の提供について、理解を広め取組を進める。

出席者：三日月知事、中條副知事、福永教育長
土井委員、藤田委員、岡崎委員、窪田委員、野村委員
ゲスト：滋賀県発達障害支援スーパーバイザー 久郷 悟

日野町教育委員会事務局学校教育課課長補佐 山中 博嗣
日野町立必佐小学校長 野瀬 薫

令和元年度の数値目標の達成状況と今後の取組の方向
性等を報告した。

柱１ 子ども一人ひとりの個性を大切にし、生きる力を育む
達成３項目 未達成12項目

柱２ 社会全体で支え合い、子どもを育む
達成３項目 未達成２項目 （未集計１項目）

柱３ すべての人が学び続け、共に生きるための生涯学習を振興する
達成１項目 未達成５項目



学びをつなぐ幼小接続ハンドブックの紹介



令和２年度第３回滋賀県総合教育会議 久郷悟先生作成資料



R元、2年度の成果

〇 児童生徒にわかりやすい授業へ改善（集団指導

と個別支援の両立）

〇 読み解く力等、児童生徒の発達を支える指導の

充実



本研究の今後の課題

○個々の児童の障害に応じた効果的な指導方法を
さらに県内に啓発、普及させる必要がある。

○特に「読むこと」「書くこと」等に著しい困難さが
ある等、専門的指導を必要とする児童生徒に対し
ての効果的な指導方法の工夫が必要である。



☆個別の指導・支援としてのICT活用について検討・推進

＊書くことの困難さに対応して…

タブレットの使用 等



＊読むことの困難さに対応して

…「音声教材の活用」

デイジー教科書、音声付教科書、

音声ペンの使用 等

☆個別の指導・支援としてのICT活用について検討・推進



今後の方向性（予定）

○今後も継続して、「学びにくさのある児童生徒への

効果的な指導実践」について啓発、普及していく。

○通常の学級の中でさらに専門的指導を必要とする児

童生徒に対しての指導・支援について研究・推進し、

発信する。


